



Changes in Students' Attitudes and Learning in the Process of Preparing
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調査対象　短期大学保育科 1 年生　111 名
調査時期　2016 年 10 月～ 12 月　全 15 回
調査方法　学生の身体表現発表会に対する学
生自身の意欲の高さを 1 ～ 100 の数字に置き換
え、記録カードに感想と共に記入させる。初回
の意欲は全員 40 と設定した。（図 1「学生一人
ひとりの意識の変動」）最終授業では「身体表
図 1「学生一人ひとりの意識の変動」
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とする人との関わりや社会的な学びなど、多く
の学びを得ていることが明確になった。
5. まとめ
これまで身体表現発表会に向けて準備を進め
る中で、学生らの喜びや悲しみ、期待や不安と
いった気持ちの揺れや、それに伴う意識の変動
を感じながら関わってきた。そしてその意識の
変動が大きい故に、他授業とは違った特有の学
びがあると考え、本研究に至った。
学生らに、意欲の高さを数値化したものと感
想を毎授業提出させることにより、これまで表
面化していなかった状況や、学生の細かい気持
ちの揺れや迷い、小さな喜びを知ることができ
た。記録カードは記名式であるため、本心を記
録していない学生が存在する可能性もあり、ま
た、意欲を数値化する作業は抽象的であるため、
正確であるとは言い難いが、できるだけ学生の
状態を認識することで、一人ひとりに合った指
導に近づけることができると思われる。この調
査を始めるにあたり、学生が記録カードに素直
な気持ちで記入し、指導教員に心を開くことが
できるような信頼関係が必要だと感じたため、
記録カードにはコメントを返すなど、毎週必ず
丁寧に目を通したとわかるような痕跡を残すよ
うに心がけた。
各回の授業に於ける学生の意識の変動調査結
果では、一人ひとりの意識の揺れは予想以上に
多様であったが、学年平均を算出したところ、
全体の意識の揺れは少なかった。この結果から、
全体を漠然と見ているだけでは気づかないこと
が多く、学生一人ひとりの状況を把握すること
により、より的確な声掛けや援助ができ、時に
は見守ることできるということがわかる。
また、身体表現発表会での学びの調査結果か
らは、準備の過程で学生らは表現以外にも多く
のことを学んだと感じていることがわかった。
もちろん表現力が伸びていることは指導者から
も目に見えてわかるが、「協調性」（75％）「積
極性」（70％）「周りの人への感謝」（70％）や「一
人ひとりの大切さ」（60％）を感じることがで
きたという結果は大変意義深いと考える。この
包括的な学びは後の実習や就職後にも生かされ
るだろう。
本研究結果を指導に反映させ、学生の学びが
より深いものになるよう援助し、この伝統ある
行事への更なる貢献につなげていきたい。また、
今後はこの結果をもとに他授業との比較を行な
い、探求を続けていきたいと考える。
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